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①第３の開国（大きな時流の変化と覚悟する） 

②複眼的視点（不安ばかりに目を奪われない） 

③高い志と低い目線（信じてすべきことをする） 
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①第３の開国（大きな時流の変化と理解する） 
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②複眼的視点（不安ばかりに目を奪われない） 
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移民は米国にとってどのような存在か？ 全米上位500社の4割が移民によって設立 
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③高い志と低い目線（信じてすべきことをする） 
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